
第８９８回宮城県教育委員会定例会日程

日 時：平成２９年９月５日（火）午後２時から

場 所：県行政庁舎１６階 教育委員会会議室

１ 出 席 点 呼

２ 開 会 宣 言

３ 第８９７回教育委員会会議録の承認について

第８９８回教育委員会会議録署名委員の指名４

５ 専決処分報告

（１）第３６１回宮城県議会議案に対する意見について （総 務 課）

（２）教育功績者表彰について （教 職 員 課）

（３）平成３０年度使用県立中学校教科用図書の採択について （高 校 教 育 課）

（４）平成３０年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について （高 校 教 育 課）

６ 議 事

第１号議案 教育功績者表彰について （総 務 課）

第２号議案 学校教職員人事異動方針の改正について （教 職 員 課）

第３号議案 職員の人事について （総務課・教職員課）

７ 課長報告等

（１）平成３０年度宮城県公立学校教員採用候補者第１次選考の結果について （教 職 員 課）

（２）南部地区職業教育拠点校教育基本構想について （教 育 企 画 室）

（３）県立学校における在校時間調査の結果について （福 利 課）

（４）平成２９年度全国学力・学習状況調査の結果について （義 務 教 育 課）

（５）みやぎっ子宣言について （義 務 教 育 課）

（６）平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ）の結果 （全国高校総体推進室）

について

８ 資料（配付のみ）

（１）教育庁関連情報一覧 （総 務 課）

（２）平成３０年度宮城県立中学校入学者選抜募集要項等について （高 校 教 育 課）

（３）第４４回東北総合体育大会の結果について （スポーツ健康課）

（４）美術館特別展「フィンランド・デザイン展」 （生 涯 学 習 課）

９ 次回教育委員会の開催日程について

閉 会 宣 言１０



第３６１回宮城県議会議案に対する意見について

平成２９年９月宮城県議会に提案される下記の予算議案及び予算外議案に

ついて，地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６

２号）第２９条の規定により知事から意見を求められたので，教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和３１年宮城県教育委員会規則第１２号）

第３条第１項の規定により平成２９年８月２４日専決処分し，異議のない旨

回答した。よって同条第２項の規定により報告する。

記

予算議案

・平成２９年度宮城県一般会計補正予算

予算外議案

・県立学校条例の一部を改正する条例

平成２９年９月５日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

専決処分報告(１)
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１ 補正予算の概要

２ 事業の概要

【参考】

～平成２９年度９月補正予算の概要（教育庁関係分）～

第３６１回宮城県議会（定例会）提出予算議案の概要

高
校
教
育
課

小 計

小 計

補 正 額

松島自然の家災害復旧事業

■東日本大震災により津波被害を受けた松島自然の家の災害復旧に要す
る経費の補正

繰入金 12,500

中学校夜間学級設置促進事業

2,500

国庫 2,500

12,500

平成29年度平成28年度

区
分

課名

文
部
科
学
省
委
託
事
業

■教職員の多忙化解消等のため、学校現場の業務改善等に向けた推進事
業に要する経費の補正。

▲ 30,828,529

比較

7,609

国庫 7,609

震災関連資料保存継承・公開事業

■東日本大震災アーカイブ宮城の改修に要する経費の補正。

うち教育庁分

[D-A]

総
務
課

215,305,141 184,265,706 210,906 184,476,612

事 業 概 要 等

学校現場における業務加速改善事業

9月現計予算額[A] 現計予算額[B] 9月補正額[C] 計[B+C]=[D]

東
日
本
大
震
災
復
旧
関
係

■中学校夜間学級の設置促進に向けての調査研究に要する経費の補正。
※仙台市教育委員会との共同研究

備考

10,109

188,297

一財

200,797

188,297

9月補正額

平成29年度
一般財源国庫支出金 繰入金

財源内訳

単位：千円

単位：千円

[D/A]

85.7%

財 源

210,906 10,109 12,500 188,297

生
涯
学
習
課

（復興基金）

計
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第３６１回宮城県議会（定例会）提出予算外議案の概要（教育庁分）

議第 184 号議案 県 立 学 校 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

○主な内容

宮城県気仙沼高等学校と宮城県気仙沼西高等学校の統合

あ県立高等学校の再編に伴い，所要の改正を行おうとするもの

ああ施行あ平成３０年４月１日

ああ所管あ高校教育課

－4－



専決処分報告（３）

平成３０年度使用県立中学校教科用図書の採択について

平成３０年度使用県立中学校教科用図書の採択について，教育長に

対する事務の委任等に関する規則（昭和３１年教育委員会規則第１２

号）第２条第１項第６号の規定により，平成２９年８月２８日専決処

分した。よって，同条第２項の規定により報告する。

平成２９年９月５日提出

宮城県教育委員会教育長 髙橋 仁
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平成３０年度使用宮城県立中学校教科用図書一覧

○ 古川黎明中学校

教 科 種 目 発行者 書 名

国語 国語 光 村 図 書 国語１，国語２，国語３

書写 光 村 図 書 中学書写 一・二・三年

社会 地 理 的 分 帝 国 書 院 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土

野

歴 史 的 分 育 鵬 社 ［新編］新しい日本の歴史

野

公 民 的 分 帝 国 書 院 社会科 中学生の公民 より良い社会をめざして

野

地図 帝 国 書 院 中学校社会科地図

数学 数学 数 研 出 版 中学校数学１，中学校数学２，中学校数学３

理科 理科 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス１

未来へひろがるサイエンス１ マイノート

未来へひろがるサイエンス２

未来へひろがるサイエンス２ マイノート

未来へひろがるサイエンス３

未来へひろがるサイエンス３ マイノート

音楽 一般 教 育 出 版 中学音楽 １ 音楽のおくりもの

中学音楽 ２・３上 音楽のおくりもの

中学音楽 ２・３下 音楽のおくりもの

器楽合奏 教 育 出 版 中学器楽 音楽のおくりもの

美術 美術 開隆堂出版 美術 １，美術 ２・３

保健体育 保健体育 大 修 館 保健体育

技術・ 技術分野 開隆堂出版 技術・家庭 （技術分野）

家庭 家庭分野 東 京 書 籍 新編 新しい技術・家庭 家庭分野

自立と共生を目指して

外国語 英語 光 村 図 書 COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 1

COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 2

COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 3
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○ 仙台二華中学校

教 科 種 目 発行者 書 名

国語 国語 学 校 図 書 中学校国語１，中学校国語２，中学校国語３

書写 東 京 書 籍 新編 新しい書写 一・二・三年

社会 地 理 的 分 帝 国 書 院 社会科 中学生の地理 世界の姿と日本の国土

野

歴 史 的 分 育 鵬 社 ［新編］新しい日本の歴史

野

公 民 的 分 教 育 出 版 新中学校 公民 ともに生きる

野

地図 帝 国 書 院 中学校社会科地図

数学 数学 教 育 出 版 中学数学１，中学数学２，中学数学３

理科 理科 啓 林 館 未来へひろがるサイエンス１

未来へひろがるサイエンス１ マイノート

未来へひろがるサイエンス２

未来へひろがるサイエンス２ マイノート

未来へひろがるサイエンス３

未来へひろがるサイエンス３ マイノート

音楽 一般 教 育 出 版 中学音楽 １ 音楽のおくりもの

中学音楽 ２・３上 音楽のおくりもの

中学音楽 ２・３下 音楽のおくりもの

器楽合奏 教 育 出 版 中学器楽 音楽のおくりもの

美術 美術 日本文教出版 美術１ 出会いと広がり

美術２・３上 学びの深まり

美術２・３下 美の探求

保健体育 保健体育 東 京 書 籍 新編 新しい保健体育

技術・ 技術分野 開隆堂出版 技術・家庭 （技術分野）

家庭 家庭分野 開隆堂出版 技術・家庭 （家庭分野）

外国語 英語 光 村 図 書 COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 1

COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 2

COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE 3

数学 数学Ⅰ 数 研 出 版 改訂版 数学Ⅰ（高等学校用教科書）
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専決処分報告（４）

平成３０年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について

平成３０年度使用県立高等学校等教科用図書の採択について，教育長に対

する事務の委任等に関する規則（昭和３１年教育委員会規則第１２号）第２

， 。 ，条第１項第６号の規定により 平成２９年８月２８日専決処分した よって

同条第２項の規定により報告する。

平成２９年９月５日提出

宮城県教育委員会教育長 髙橋 仁
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第２号議案

学校教職員人事異動方針の改正について

学校教職員人事異動方針について，別紙のとおり改正する。

平成２９年９月５日提出

宮城県教育委員会教育長 髙 橋 仁

第２号議案

－3－



学 校 教 職 員 人 事 異 動 等 方 針

Ⅰ 本県教育の充実向上並びに教職員の資質向上を図るため，本県の実態を踏まえ，長

期的展望及び全県的視野に立って適材を適所に配置するよう学校教職員の異動を行う。

Ⅱ 異動は，次の諸点に重点を置いて行う。

１ 有為な人材の登用を図る。特に相当期間，へき地教育，特別支援教育又は複数の

教育事務所管内勤務等の経験を有する成績優秀な者については考慮する。

２ 広域にわたる地域間異動（教育事務所間，市町村間，へき地指定地域との間にお

ける異動）や校種間異動（小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校間の異動）

を図る。

宮城県・仙台市間の人事交流は，積極的に行う。

３ 各学校及びその地域の実情を考慮して職員構成の適正化を図る。

４ 同一校在任期間の長い者については，積極的に異動を行う。

５ へき地指定学校教職員及び特別支援教育担当教職員の充実強化に努める。

６ 東日本大震災からの復興の歩みを着実に推し進めるため，被災地域にある学校の

教職員体制の充実強化に努める。

Ⅲ 異動は，市町村教育委員会，県立学校長との密接な連携のもとに行う。

Ⅳ 再任用については，「公立学校教育職員の再任用制度運用方針」（平成26年7月23

日施行）及び「宮城県教育委員会に属する事務職員等の新再任用制度運用方針」（平

成26年4月1日施行）に基づき，教職員が長年培ってきた経験，知識及び技能を活用す

べく，適切に配置する。

Ⅴ 学校種別ごとの人事異動に関する実施要領については，教育長がこれを別に定める。

Ⅵ この方針は，平成30年度（平成29年度末を含む。）における異動から適用するもの

とする。

－4－



関係資料（新旧対照表）

（新） （旧）

学校教職員人事異動等方針 学校教職員人事異動方針について

Ⅰ 本県教育の充実向上並びに教職員の資質向 Ⅰ 本県教育の充実向上並びに教職員の資質向
上を図るため，本県の実態を踏まえ，長期的 上を図るため，本県の実態を踏まえ，長期的
展望及び全県的視野に立って適材を適所に配 展望及び全県的視野に立って適材を適所に配
置するよう学校教職員の異動を行う。 置するよう学校教職員の異動を行う。

Ⅱ 異動は，次の諸点に重点を置いて行う。 Ⅱ 異動は，次の諸点に重点を置いて行う。
。 ， 。 ，１ 有為な人材の登用を図る 特に相当期間 １ 有為な人材の登用を図る 特に相当期間

へき地教育，特別支援教育又は複数の へき地教育，特別支援教育又は複数の教育
教育事務所管内勤務等の経験を有する成績 事務所管内勤務等の経験を有する成績優秀
優秀な者については考慮する。 な者については考慮する。

２ 広域にわたる地域間異動 教育事務所間 ２ 仙台市を含む広域にわたる交流や市町村（ ，
。市町村間，へき地指定地域との間における 立学校と県立学校等との校種間交流を図る

異動）や校種間異動（小学校，中学校，高 特に市部と郡部，へき地指定地域とその
等学校及び特別支援学校間の異動 を図る 他の地域との交流を推進する。） 。

宮城県・仙台市間の人事交流は，積極的
に行う。

３ 各学校及びその地域の実情を考慮して職 ３ 各学校及びその地域の実情を考慮して職
員構成の適正化を図る。 員構成の適正化を図る。

４ 同一校在任期間の長い者については，積 ４ 同一校在任期間の長い者については，積
極的に異動を行う。 極的に異動を行う。

５ へき地指定学校教職員及び特別支援教育 ５ へき地指定学校教職員及び特別支援教育
担当教職員の充実強化に努める。 担当教職員の充実強化に努める。

，６ 東日本大震災からの復興の歩みを着実に ６ 東日本大震災からの速やかな復興に向け
推し進めるため，被災地域にある学校の教 被災地域にある学校の教職員体制の充実強
職員体制の充実強化に努める。 化に努める。

Ⅲ 異動は，市町村教育委員会，県立学校長と Ⅲ 異動は，市町村教育委員会，県立学校長と
の密接な連携のもとに行う。 の密接な連携のもとに行う。

Ⅳ 再任用については 「公立学校教育職員の，
」（ ）再任用制度運用方針 平成26年7月23日施行

及び「宮城県教育委員会に属する事務職員等
の新再任用制度運用方針 （平成26年4月1日」
施行）に基づき，教職員が長年培ってきた経
験，知識及び技能を活用すべく，適切に配置
する。

Ⅴ 学校種別ごとの人事異動に関する実施要領 Ⅳ 学校種別ごとの人事異動に関する実施要領
については，教育長がこれを別に定める。 については，教育長がこれを別に定める。

Ⅵ この方針は，平成30年度（平成29年度末を Ⅴ この方針は，平成25年度（平成25年度末を
含む ）における異動から適用するものとす 含む ）異動から適用するものとする。。 。
る。
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小学校 713 66 647 971 52 919 539

国語 80 6 74 111 7 104 40

社会 174 12 162 247 23 224 34

数学 132 4 128 184 8 176 37

理科 84 14 70 102 9 93 39

技術 14 0 14 24 2 22 14

英語 121 14 107 165 18 147 39

小計 605 50 555 833 67 766 203

保体 335 21 314 374 53 321 53

音楽 50 4 46 74 8 66 23

美術 48 3 45 66 7 59 16

家庭 24 1 23 40 6 34 18

小計 457 29 428 554 74 480 110

国語 79 5 74 82 10 72 27

公民 65 5 60 53 8 45 21

地歴 93 10 83 108 20 88 21

数学 120 5 115 116 9 107 27

理科 106 8 98 121 7 114 40

農業 15 0 15 15 2 13 8

水産 0 2 1 1 1

工業 43 3 40 51 8 43 18

商業 25 1 24 38 2 36 12

情報 33 3 30

英語 88 9 79 93 6 87 34

看護

理療

福祉 14 1 13 15 4 11 7

小計 681 50 631 694 77 617 216

173 19 154 249 17 232 39

8 0 8 11 0 11 10

27 3 24 42 5 37 7

2,664 217 2,447 3,354 292 3,062 1,124

備考

◎ 平成２９年度の数値については仙台市と共催で行ったため，宮城県と仙台市をあわせた値である。

◎ 第２次選考の日程・会場 ①面接及び模擬授業：平成２９年９月１１日（月）～１５日（金）のうちいずれか１日。会場は総合教育センター。

②実技試験（小学校・中学英語・中高保体，音楽，美術，家庭・高校英語，福祉）：平成２９年９月１６日（土）。

会場は総合教育センター・名取北高等学校（校種教科により会場は異なります）。

◎ 第２次選考の合格発表 １０月２７日（金）１０時にホームページにて合格者受検番号を掲載するとともに受験者に郵送で通知。

募集せず

募集せず 募集せず

高 校

実施せず

募集せず

16

15

22

36

10

27

15

13

28

36

養護教諭

栄養教諭Ａ

栄養教諭Ｂ

合 計

募集せず

39

8

9

5

223

985

中学校

中・高

396

32

44

8

40

60

20

14

12

106

43

37

204

平成３０年度宮城県公立学校教員採用候補者第１次選考の結果について 【確定版】
平成29年8月23日

校種 教科等

平成３０年度 平成２９年度

合格者数出願者数 欠席者数 受験者数 出願者数 欠席者数 受験者数 合格者数

課長報告（１）

－1－



学校として目指すもの

・学校全体で 『地域ブランドの確立』 に取り組み，地域振興へ貢献する

・大学，地域などと連携した課題研究を軸とした教育課程を編成し，主体的・協

働的な学びを実践する

・地域の小中学校・社会と連携した教育活動を展開し，自ら課題を設定し，解決

する力を育成する

・それぞれの学科の特色をいかし，６次産業化を軸とした学科間連携による先進

的な産業教育を展開する

・産業・社会の変化を取り入れたグローカルな教育活動を展開し，生徒一人ひと

りの進路希望を実現する （グローカル：グローバル＋ローカル）

南部地区職業教育拠点校教育基本構想

柴田農林高等学校

大河原商業高等学校

南部地区職業教育拠点校（仮称）

（平成３５年４月開校予定）

入学定員 1 学年 ６学級 240 名

・農業系学科 2 学級

・商業系学科 3 学級

・デザイン系学科 １学級

＊平成 35 年度に 1 年生のみで柴田農

林高等学校敷地内に開校し，柴田農林，

大河原商業は平成 36 年度末に閉校

概要

基本理念

育成する生徒の力

・将来のスペシャリストとして必要な思考力・判断力・表現力をもち，それらの能

力を生涯にわたって発揮できる力

・専門分野の課題研究などの教育活動を通して，主体的かつ仲間と協働して学ぶ力

・地域の産業・社会と連携し，自ら課題を設定し，解決する力

・郷土を誇りに思い，地域貢献を通して自己実現を達成する力

・他分野と連携して，地域の産業・社会を担う力

課長報告（２）
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基本方針
・各学科の特色をいかし，それぞれの学科が連携して『地域ブランドの確立』を図

り，地域振興への貢献を目指す

・大学，地域などと密に連携した『課題研究』を軸とした教育課程を編成し，自ら

課題を設定し，解決する力を育成する

・『主体的・協働的な学び』や『ＩＣＴの活用』により，生徒の主体性や協働性を育

成できる学びを実践する
・将来のスペシャリスト育成のため，産業・社会の変化を取り入れたグローカルな
教育活動を展開する

総合選択制を導入した教育課程

1 年生 *課題研究基礎(1)

2 年生

3 年生

普通科目（18 単位程度） 専門科目（10 単位程度） ＊

普通科目（16 単位程度） 専門科目（11 単位程度） 総合選択

普通科目（11～16 単位） 専門科目（11～14 単位） 総合選択

商業科（３類型制）
流通ビジネス類型，情報ビジネス類型，会計ビジネス類型

学習内容：マーケティングに関する分野，ビジネス経済分野，ビジネス情報分野，

会計分野など

企画デザイン科（大学科：商業）

学習内容：宣伝広告等印刷物に関するグラフィック及び Web デザイン，商品企

画開発や商品化に向けた企画デザインなど，付加価値の高い商品・作品（もの）

づくり
＊教科横断的かつ専門性の高い学校設定科目により学習内容に独自性を持たせ，地域

の魅力を発掘してブランドを創出し，発信できる人材の育成を目指す

設置学科

教育課程

農業科（２類型制）
生産加工類型，環境創造類型

学習内容：野菜，果樹，動物，森林，草花，造園に関する分野など

－3－



課題研究を中心とした専門教育の充実

「課題研究」

○高大連携，学科間連携による専門的知識・技

能の深化・統合化

○地域産業と連携した研究活動

○農業・商業・デザイン分野を横断した研究

「課題研究基礎」

○キャリア形成に必要な思考力，判断力，

表現力の育成

○大学・地域と連携した講義・探究活動な

どの実施

総合選択科目

○学科を横断した学習による生徒の多様な進路

希望などに対応

各学科の専門科目

○専門的な知識・技術の習得

○地域との連携を密にした授業の実施

３学科連携のイメージ

企画デザイン科

商業科農業科 連携

それぞれの学科が連携

し合うことで 『６次産

業化』 の一体的・循環

的な学びの構築が可能

・海外姉妹校

・海外大学・企業

・大学・各種専門学校

・地元自治体

・地元商工会議所・商工会

・地元企業（６次産業に取り組む企業，農業法人，広告・出版・印刷会社等）

・県関係機関 等

連携機関

－4－



準備組織の設置と主な検討内容

＊地域との連携活動について検討を進めるため「地域パートナーシップ会議（仮称）」を設置する

施設整備計画

南部地区職業教育拠点校

校舎，農業実習棟

柴田農林高校

校舎，農業実習施設

平成 30 年度 設計 南校舎等解体設計

平成 31 年度 南校舎等解体設計・工事

平成 32 年度 建設工事 南校舎等解体工事

平成 33 年度

平成 34 年度

平成 35 年度

（新設校開校）
供用開始

平成 36 年度

（柴田農林，大河原商業閉校）

本校舎，農業実習施設

解体設計

平成 37 年度
本校舎，農業実習施設

解体工事

開校に向けたスケジュール

－5－



１ 趣 旨

２ 正規の勤務時間外における月８０時間超報告者について

（１）県立高等学校

(校)

(人)

(人)

(％)
※割合…小数点第二位四捨五入（以下同じ）

（２）県立中学校

(校)

(人)

(人)

(％)

（３）県立特別支援学校

(校)

(人)

(人)

(％)

（参考） 平成２８年度の市町村立小中学校の状況

(校)

(人)

(人)

(％)

課長報告（３）

県立学校における在校時間調査の結果について
～平成２６年度から平成２８年度までの年間比較～

県立学校教職員の在校時間の把握について，健康管理対策を図るため平成２４年９月
に策定した「宮城県教育委員会における職員に対する健康管理対策実施要領」（以下
「実施要領」という。）に基づき，正規の勤務時間外における在校時間の把握を行っ
ている。

実施要領で定める次の基準（月８０時間を超えた者，月４５時間超を３月以上連続した
者，所属長が健康への配慮が必要と認める者）に該当し，希望する者については，指
定医師による面接を実施し，自己の健康管理につなげている。

年度
区分

報 告 者 数 40 36 39

学 校 数 18 18 19 1
教 職 員 数 1,645 1,644 1,650 6

年度
区分

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平成２７年度
と の 比 較

報 告 者 数 22 22 23 1
割 合 56.4 53.7 54.8 1.1

0
教 職 員 数 39 41 42 1

12
0.7

年度
区分

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度
平成２７年度
と の 比 較

1,508
36.9

年度
区分

2,411
8.2 49.3

小学校 中学校

学 校 数

教 職 員 数

報 告 者 数

割 合

平成２８年度

学 校 数

割 合

教 職 員 数

報 告 者 数 1,554
38.3

72

1,566
39.0

割 合 2.4 2.2 2.4

学 校 数 2 2 2

平成２７年度
と の 比 較

0
△ 43

70
4,0554,082

70
4,012

平成２６年度 平成２７年度

384 200
7,989 4,895

658

3
0.2
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３ 校種毎の月別８０時間超報告者数の傾向

（単位：人）

808

1139

665

989

389

532

1134

581
587

502

241

518

249

206

472

113

30

237

187
160

69
67

178

235

1320

1752

1356

1167

185

1506
1481

1247

749

499

912

1024

16 17
14 14

3
14 16 10 7 7

5 913 14
22

2 0
15

9 0 3 5
13 13

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

平成２８年度校種毎の月別８０時間超報告者数

県立高等学校

市町村立小学校

市町村立中学校

県立中学校

県立支援学校

16 17

14
14

3

14

16

10
7 7

5

9

13 14

22

2
0

15

9

0

3 5

13
13

-5

5

15

25

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

県立中学校

県立支援学校

【再掲】
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４ 主な従事内容 〔平成２８年度〕

【県立高等学校】 【県立中学校】

■その他の従事内容 ■その他の従事内容

【県立支援学校】

■その他の従事内容

進路指導，校務分掌業務，入試業務，高文連，
高体連，教育研究会 他

学校説明会、入試業務、資料作成、
中体連、教育研究会 他

危機管理、入試業務、資料作成、舎監、
校務分掌業務 他

イ部活動・

課外活動

指導, 48.7

問題作成，

採点・成績

処理, 7.7

ロ教材研

究，

教科指導等

準備, 22.3

課外授業，

補習授業

等の指導・

監督, 2.5

生徒の生活

指導・相談，

保護者対応,

3.4

学校行事

等の準備,

5.7

時間外業務

を命ぜられ

た業務, 1.0
ハその他,

8.7

イ部活

動・課外活

動指導,
47.6

ハ問題作

成，採点・成

績処理, 9.4

ロ教材研

究，

教科指導

等準備,
33.4

課外授業，

補習授業

等の指導・

監督, 0.4

生徒の生

活指導・相

談，保護者

対応, 1.7

学校行事

等の準備,

4.3

時間外業

務を命ぜ

られた業

務, 1.0
その他,

2.2

部活動・課

外活動指

導, 8.9

問題作成，

採点・成績

処理, 0.7

ハ教材研究，

教科指導等準

備, 19.6

生徒の生活

指導・相談，

保護者対応,

1.0
ロ学校行

事等の準

備, 19.9

時間外業

務を命ぜら

れた業務,
1.2

イその他,
48.7
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（参考）

【市町村立小学校】 【市町村立中学校】

■その他の従事内容 ■その他の従事内容

５ 各所属における在校時間縮減に向けた主な取組状況

・校内会議やＰＴＡ会議の精選，運営委員会の廃止など会議の持ち方の工夫

・職員会議資料の事前配付。（短時間化の徹底），各種会議資料への進行時刻記載

・会議開催時期の精選（学年末・長期休業中・金曜日は行わない等）

・校務分掌の見直し（担当の複数配置やチーム制による負担の軽減）

・担任以外の教員が授業や生徒指導に関わり，担任の負担軽減（ワークシェア）

・業務量の平準化(特に教頭，主幹教諭，主任間の調整など）

・地域資源を生かしたボランティアの活用，スクールカウンセラー等の専門職員の活用

教育活動 ・行事の精選，ねらいの明確化（事前準備の縮減）

・職場体験の長期休業中の実施，定期考査中に極力行事をいれない

〇事務処理 ・事務処理のＩＣＴ化（校務支援システム・職員LAN・共有フォルダー等の活用）

の効率化 ・諸表簿，公簿や成績処理の電子化（学校日誌，通信票等）

・各種記録の簡略化（箇条書きを励行：授業指導記録や生徒指導の記録等）

〇管理職から ・管理職からの日常的声がけや率先的姿勢,過重労働に対する意識啓発

の指導等 ・定時退勤（努力）日（名称：Ｎｏ残業デー，フレッシュデー）

・教職員の意識改革（ワークライフバランスや遅くまで残らない習慣づけ等）

・退勤が遅くなる場合の事前申請，最終退勤時刻の設定

・在校時間が著しく多い教職員に対しての面接指導,校務の進捗状況を把握

・部活動は，土日のうちどちらかを休養日とするように，年度当初の職員会議で指示

・「タイムマネジメント」について指導・助言,年次有給休暇の計画的な取得を推進

・風通しのよい職場作り

〇部活動 ・休養日の設定と厳守：ノー部活動の日の設定（土日のどちらか及び月曜日）

・年間を通じた平日の部活動休止日の設定,長期休業中の土日の部活動禁止

・複数顧問制の導入,外部指導者の活用（導入）,参加する大会の精選

〇校務分掌

〇授業等

校務処理，地域対応業務，PTA対応業務，
保護者対応，公開研究会準備 他

校務処理，地域対応業務，PTA対応業務，
保護者対応，公開研究会準備 他

〇会議

イ 部活動・

課外活動指

導, 36.4

ハ 教材研

究，

教科指導等

準備, 10.7
課外授業，

補習授業

等の指導
0.8

生徒の生活

指導・

相談，保護者

対応, 8.3

学校行事等

の準備, 8.3

時間外業務を

命ぜられた業

務, 3.3

ロ その他,
32.2

部活動・課

外活動指

導, 1.1

問題作

成，

採点・成績

処理, 3.2

ロ 教材研

究，

教科指導等

準備, 28.4

生徒の生活

指導・

相談，保護

者対応, 5.3

ハ 学校

行事等の

準備, 13.7

イ その

他, 48.3
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６ 在校時間が長い教職員への対応

○在校時間縮減に向けた取組

・「部活動での指導ガイドライン」の徹底

・「多忙化解消ワーキンググループ」での研究

・管理職向け過重労働セミナーの開催

・各校の取組事例の紹介

○情報の提供と共有

・職員安全衛生委員会

・県立学校長会議

・市町村教育長会議

○在校時間が長い教職員のケア

・所属（所属長・職員）への訪問指導

・医師による面接指導

・メンタルヘルス等相談事業の開設
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（ ）課長報告 ４

平成２９年８月２８日

平成２９年度 全国学力・学習状況調査の結果について（速報）

宮城県教育委員会

１ 調査の目的

（１）義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図る。

（２）そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

（３）学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

平成２９年４月１８日（火）２ 調査実施日

３ 調査対象

調査事項 参加状況
対 象※

教科に関する調査 質問紙調査 公立実施校 参加児童生徒数

小学校６年生 国語・算数 学習意欲，学習方法，学習 379 (259 ) 18,354 (10,250 )校 校 名 名

中学校３年生 国語・数学 環境，生活の諸側面等 203 (140 ) 19,029 (10,999 )校 校 名 名

学 校 指導方法，教育条件の整備

状況等

※対象となる児童生徒が在籍する特別支援学校を含む。( )は，仙台市を除いた数。

４ 調査結果の概況

（１）平成２５年度から平成２９年度までの教科に関する調査結果一覧

「知識」に関するＡ問題 「活用」に関するＢ問題
校 教 年

問 宮城県 全国 仙台市 平均の比較 問 宮城県 全国 仙台市 平均の比較
種 科 度 題 平均 平均 を除く 題 平均 平均 を除く

仙台市を除く 仙台市を除く数 正答率 正答率 正答率 宮城県 数 正答率 正答率 正答率 宮城県

H29 15 74 75 73 -1 -2 9 56 58 54 -2 -4

H28 15 72 73 -1 10 56 58 -2
国

H27 14 70 70 0 9 64 65 -1
語

小 H26 15 74 73 +1 10 54 56 -2

H25 18 61 63 -2 10 48 49 -1
学

H29 15 77 79 76 -2 -3 11 44 46 42 -2 -4

校 H28 16 77 78 -1 13 46 47 -1
算

H27 16 74 75 -1 13 43 45 -2
数

H26 17 77 78 -1 13 57 58 -1

H25 19 76 77 -1 13 57 58 -1

H29 32 77 77 74 0 -3 9 73 72 70 +1 -2

H28 33 77 76 +1 9 68 67 +1
国

H27 33 76 76 0 9 66 66 0
語

中 H26 32 80 79 +1 9 52 51 +1

H25 32 78 76 +2 9 69 67 +2
学

H29 36 63 65 59 -2 -6 15 47 48 44 -1 -4

校 H28 36 60 62 -2 15 44 44 0
数

H27 36 63 64 -1 15 41 42 -1
学

H26 36 66 67 -1 15 59 60 -1

H25 36 62 64 -2 16 40 42 -2
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（２）教科に関する調査の結果

○ 国語については，小学校の「知識」に関するＡ問題 「活用」に関するＢ問題が全，

国平均を下回り，中学校のＡ問題は，全国平均と同様で，Ｂ問題については全国平均

を上回った。

○ 算数・数学については，Ａ問題，Ｂ問題とも全国平均を下回った。

（３）児童生徒質問紙調査の結果

○ 朝食や就寝，起床など基本的な生活習慣については，肯定的な回答の割合が，小・

中学生ともに全国値を上回った。長時間(３時間以上)テレビ等を視聴する割合は，小

学生では全国値を上回ったが，中学生では下回った。長時間（３時間以上）テレビゲ

ームをする割合や，携帯電話やスマートフォンで通話やメール，インターネットをす

る割合は，小･中学生ともに全国値を下回った。

○ 平日の家庭学習の時間において，小学生で１時間以上は全国値を上回ったものの，

２時間以上では下回った。中学生は，１時間以上で全国値を下回った。

， 。○ 家庭で授業の予習・復習をしている小・中学生の割合は 全国値を大きく上回った

○ 主体的・対話的で深い学びの視点に関連する質問については，小・中学生ともに，

肯定的な回答の割合が全国値を上回った項目が多い。しかし，友達の前で自分の考え

や意見を発表することが得意と回答した割合は，全国値を下回った。

○ 授業の中で目標（めあて・ねらい）が示されていたと思う割合，授業の最後に学習

内容を振り返る活動を行ったと思う割合は，小・中学生ともに全国値をわずかに下回

ったが，昨年度より増加した。特に，中学生が増加した。

○ 自分にはよいところがあると回答した割合は，全国値より低いものの，小･中学生

ともに昨年度より増加し，全国値とのかい離が小さくなった。

○ 地域や社会，外国に関する興味･関心に関連する質問について，地域の行事に参加

する割合や，地域や社会で起こっている出来事に関心がある，地域や社会をよくする

ために何をすべきかを考えると回答した割合は，小･中学生ともに，全国値を上回っ

た。外国に対する関心は全国値を下回った。

○ 今回の問題について，最後まで解答を書こうと努力したと回答した割合は，小学校

国語・算数，中学数学において，全国値を下回った。

（４）学校質問紙調査の結果

○ 学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを相手に伝えることができた

割合は，小学校・中学校ともに全国値を下回った。また，自分の考えを深めたり広げ

たりすることができた割合は，小学校では全国値を大きく下回り，中学校では上回っ

た。

○ 学力向上に向けた補充的な学習サポートの取組では，放課後に実施した割合は，小

学校・中学校ともに上回ったが，長期休業日を利用して実施した割合は，小学校では

全国値を大きく上回り，中学校では大きく下回った。

○ 児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき，教育課程を編

成し，実施し，評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立している割合は，小学

校・中学校ともに全国値を上回った。

○ 道徳の時間において，児童生徒自らが考え，話し合う指導をした割合は，小学校・

中学校ともに全国値を上回った。
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○ 児童生徒に将来就きたい仕事や夢について考えさせる指導をした割合は，小学校・

中学校ともに全国値を上回った。

○ 小学校教育と中学校教育の連携に関する項目は，小学校・中学校ともに，全国値を

大きく下回った。

○ 地域や社会をよくするために，何をすべきかを考えさせる指導や地域のことを調べ

たり地域の人と関わったりする機会の設定を行った割合は，小学校・中学校ともに全

国値を上回った。

○ 教員研修に関して，講師を招聘するなどの校内研修や校外の教員同士の授業研究の

場への定期的・継続的な参加及び児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し，その

解決に向けて話し合い，まとめ，表現するなどの学習活動を学ぶ校内研修を行った割

合は，小学校・中学校ともに全国値を下回った。

５ 今後の対応

○ ９月中旬に全ての小・中学校の研究主任等を対象に 「学力向上研修会及び学力・，

学習状況調査活用研修会」を開催し，今回の結果を踏まえて各学校の分析結果を日常

の授業改善に生かすことができるよう促す。

○ 特に小学校における基礎学力の定着が重要であることから，各教育事務所ごとに小

学校の校長を対象とした会議を開催し，成果を上げている小学校の具体的取組事例を

紹介し，活用を促していく。

○ 「学力向上に向けた５つの提言」の一層の定着を図るよう働き掛けていく。

○ 指導主事訪問等を通して，校内研修を通した授業づくりや近隣の小・中学校の合同

研修会の実施等を促す。

○ 市町村教育委員会への具体的な支援を強化する。
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仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
７

中
７

4
9
.
0

-
3
.
2

4
8
.
6

4
8
.
0

-
3
.
7

4
7
.
5

-
3
.
7

4
6
.
6

-
2
.
9

4
6
.
2

-
3
.
4

4
8
.
7

-
1
.
8

4
7
.
2

4
7
.
2

-
3
.
0

4
8
.
0

-
1
.
6

4
6
.
0

-
2
.
6

4
4
.
2

-
4
.
1

小
5
8

中
6
0

7
8
.
1

3
.
0

7
5
.
6

7
8
.
4

2
.
7

7
5
.
5

1
.
3

7
4
.
0

2
.
7

7
4
.
1

7
2
.
5

3
.
2

6
8
.
4

2
.
7

小
6
0

中
6
2

6
7
.
4

2
.
5

6
5
.
7

6
6
.
6

2
.
4

6
1
.
8

3
.
9

6
0
.
3

6
2
.
7

5
.
0

４
学

習
状

況
（

指
導

状
況

）

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
6
1

中
6
3

8
7
.
8

-
0
.
4

8
6
.
6

8
7
.
2

-
0
.
4

8
4
.
1

-
2
.
2

7
7
.
5

-
4
.
5

7
8
.
1

-
4
.
4

8
7
.
7

-
0
.
1

8
8
.
4

8
4
.
9

0
.
0

7
8
.
3

-
1
.
4

6
7
.
7

-
3
.
8

6
5
.
0

-
3
.
1

小
6
2

中
6
4

7
4
.
7

-
1
.
5

7
2
.
7

7
4
.
5

-
1
.
6

7
3
.
6

-
1
.
7

6
8
.
0

-
3
.
9

7
3
.
3

-
3
.
4

6
5
.
8

-
0
.
3

6
6
.
7

6
3
.
8

0
.
7

6
0
.
2

0
.
9

5
3
.
0

-
0
.
3

5
2
.
9

1
.
6

5
挑

戦
心

，
達

成
感

，
規

範
意

識
，

自
己

有
用

感
等

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
６

中
６

7
6
.
7

-
1
.
2

7
6
.
2

7
3
.
9

-
2
.
4

7
2
.
5

-
3
.
9

7
4
.
0

-
2
.
1

7
2
.
2

-
3
.
5

7
0
.
0

-
0
.
7

6
6
.
3

6
8
.
2

-
1
.
1

6
6
.
2

-
1
.
9

6
5
.
3

-
1
.
8

6
5
.
6

-
0
.
8

小
3
8

中
4
0

8
3
.
5

-
2
.
5

8
3
.
8

8
0
.
9

-
1
.
7

7
7
.
3

-
2
.
4

7
9
.
9

-
0
.
5

7
8
.
9

7
8
.
7

0
.
7

7
3
.
3

-
0
.
8

小
6
4

中
6
6

7
7
.
6

-
0
.
9

7
5
.
5

7
6
.
7

-
0
.
9

7
9
.
8

3
.
8

7
8
.
1

7
8
.
3

4
.
2

番 号

先
生

は
，

あ
な

た
の

よ
い

と
こ

ろ
を

認
め

て
く

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

普
段

の
授

業
の

中
で

，
授

業
の

目
標

（
め

あ
て

・
ね

ら
い

）
が

示
さ

れ
て

い
た

と
思

い
ま

す
か

普
段

の
授

業
で

は
，

最
後

に
学

習
内

容
を

振
り

返
る

活
動

を
よ

く
行

っ
て

い
た

と
思

い
ま

す
か

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

質
問

事
項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

６

小
学

校
（

％
）

番 号
質

問
事

項

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

友
達

の
前

で
自

分
の

考
え

や
意

見
を

発
表

す
る

こ
と

は
得

意
で

す
か

授
業

で
は

，
学

級
や

グ
ル

ー
プ

の
中

で
自

分
た

ち
で

課
題

を
立

て
て

，
そ

の
解

決
に

向
け

て
情

報
を

集
め

，
話

し
合

い
な

が
ら

整
理

し
て

，
発

表
す

る
な

ど
の

学
習

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
た

と
思

い
ま

す
か

授
業

で
，

自
分

の
考

え
を

発
表

す
る

機
会

で
は

，
自

分
の

考
え

が
う

ま
く

伝
わ

る
よ

う
，

資
料

や
文

章
，

話
の

組
み

立
て

な
ど

を
工

夫
し

発
表

し
て

い
た

と
思

い
ま

す
か

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
７

Ｈ
２

５

自
分

に
は

，
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
と

思
い

ま
す

か

道
徳

の
時

間
で

は
，

自
分

の
考

え
を

深
め

た
り

，
学

級
や

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
た

り
す

る
活

動
に

取
り

組
ん

で
い

た
と

思
い

ま
す

か
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6
地

域
や

社
会

，
外

国
に

対
す

る
興

味
・

関
心

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
4
0

中
4
2

7
2
.
3

9
.
7

7
0
.
2

7
6
.
0

8
.
1

7
5
.
8

8
.
9

7
6
.
0

8
.
0

7
3
.
1

9
.
2

4
4
.
6

2
.
5

4
3
.
0

4
4
.
8

-
0
.
4

4
6
.
4

1
.
6

4
4
.
2

0
.
7

4
1
.
3

-
0
.
3

小
4
1

中
4
3

6
7
.
0

3
.
1

6
1
.
9

7
2
.
6

2
.
0

6
6
.
2

2
.
3

6
5
.
0

2
.
1

5
8
.
2

0
.
8

6
2
.
6

3
.
4

5
9
.
8

6
7
.
9

2
.
1

6
0
.
8

4
.
9

5
9
.
1

3
.
5

5
5
.
3

3
.
5

小
4
2

中
4
4

4
5
.
2

2
.
9

4
1
.
3

4
5
.
6

0
.
8

4
3
.
6

1
.
1

3
8
.
7

0
.
1

3
6
.
9

3
.
5

3
5
.
9

3
7
.
5

4
.
6

3
4
.
8

3
.
6

3
0
.
7

3
.
9

小
4
7

中
4
9

6
9
.
9

-
0
.
5

6
5
.
9

6
3
.
0

-
1
.
3

6
0
.
2

＜
学

校
質

問
紙

調
査

の
結

果
＞

１
児

童
（

生
徒

）

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
1
5

中
1
5

7
1
.
5

-
6
.
0

7
2
.
6

6
8
.
1

-
6
.
5

7
1
.
0

-
0
.
9

6
6
.
4

-
3
.
6

6
3
.
3

-
4
.
5

7
3
.
4

-
2
.
5

7
0
.
7

7
3
.
3

0
.
0

6
9
.
7

0
.
4

6
5
.
3

-
0
.
3

5
9
.
1

-
4
.
5

小
1
7

中
1
7

6
4
.
4

-
7
.
3

6
4
.
0

6
4
.
0

-
5
.
2

6
6
.
7

0
.
6

6
1
.
5

-
2
.
3

7
4
.
4

1
.
5

7
3
.
5

6
6
.
1

-
4
.
4

6
6
.
7

-
0
.
6

6
8
.
3

4
.
5

小
5
1

中
5
1

9
7
.
9

0
.
5

9
8
.
1

9
8
.
7

0
.
3

9
7
.
2

0
.
5

9
6
.
2

-
0
.
7

9
6
.
1

0
.
6

9
7
.
1

9
7
.
5

0
.
4

9
4
.
6

-
1
.
2

9
7
.
5

1
.
0

２
学

力
向

上
に

向
け

た
取

組

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
2
3

中
2
3

7
8
.
6

1
7
.
5

8
3
.
4

7
8
.
3

1
8
.
1

7
1
.
8

1
3
.
7

7
6
.
4

1
4
.
1

7
4
.
0

1
2
.
3

8
6
.
2

3
.
2

8
8
.
6

8
3
.
5

2
.
0

7
9
.
8

-
0
.
9

8
8
.
5

1
.
7

8
8
.
9

2
.
9

小
2
5

中
2
5

7
1
.
2

7
.
0

7
4
.
9

7
0
.
2

6
.
1

6
7
.
9

5
.
1

6
2
.
1

-
4
.
0

6
1
.
8

-
3
.
2

7
3
.
8

-
7
.
0

7
8
.
5

6
7
.
0

-
1
2
.
6

7
3
.
5

-
6
.
3

7
4
.
3

-
1
0
.
0

7
4
.
7

-
9
.
4

前
年

度
ま

で
に

，
学

校
生

活
の

中
で

，
児

童
一

人
一

人
の

よ
い

点
や

可
能

性
を

見
付

け
，

児
童

に
伝

え
る

な
ど

積
極

的
に

評
価

し
ま

し
た

か

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
５

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

６
Ｈ

２
７

今
住

ん
で

い
る

地
域

の
行

事
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

地
域

や
社

会
で

起
こ

っ
て

い
る

問
題

や
出

来
事

に
関

心
が

あ
り

ま
す

か

地
域

や
社

会
を

よ
く

す
る

た
め

に
何

を
す

べ
き

か
を

考
え

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

か
(
Ｈ

２
７

再
掲

）

外
国

の
人

と
友

達
に

な
っ

た
り

，
外

国
の

こ
と

に
つ

い
て

も
っ

と
知

っ
た

り
し

て
み

た
い

と
思

い
ま

す
か

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

学
級

や
グ

ル
ー

プ
で

の
話

合
い

な
ど

の
活

動
で

、
自

分
の

考
え

を
相

手
に

し
っ

か
り

と
伝

え
る

こ
と

が
で

き
て

い
ま

す
か

学
級

や
グ

ル
ー

プ
で

の
話

合
い

な
ど

の
活

動
で

，
自

分
の

考
え

を
深

め
た

り
広

げ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

ま
す

か

前
年

度
に

，
放

課
後

を
利

用
し

た
補

充
的

な
学

習
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

か

前
年

度
に

，
長

期
休

業
日

を
利

用
し

た
補

充
的

な
学

習
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

し
ま

し
た

か

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
５
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３
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
3
0

中
3
0

9
3
.
9

2
.
4

9
4
.
6

9
1
.
9

3
.
4

9
2
.
6

4
.
8

9
2
.
9

8
7
.
4

0
.
9

４
指

導
方

法
・

学
習

規
律

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
3
3

中
3
3

9
9
.
2

0
.
2

9
9
.
6

9
8
.
7

-
0
.
1

9
8
.
7

0
.
6

9
5
.
2

-
1
.
7

9
6
.
1

-
0
.
4

9
8
.
0

-
0
.
3

9
9
.
2

9
8
.
6

0
.
8

9
7
.
5

1
.
8

9
4
.
1

0
.
1

9
5
.
4

2
.
8

小
3
4

中
3
4

9
4
.
2

-
1
.
2

9
3
.
1

9
4
.
0

-
0
.
9

9
1
.
8

-
2
.
1

9
1
.
6

0
.
0

9
1
.
4

-
0
.
6

9
5
.
5

1
.
2

9
6
.
4

9
2
.
7

-
0
.
4

9
1
.
2

0
.
3

9
1
.
6

2
.
4

9
0
.
9

2
.
8

小
4
5

中
4
5

8
4
.
4

8
.
7

8
4
.
5

8
6
.
2

1
1
.
6

8
4
.
0

1
1
.
6

8
6
.
6

1
4
.
6

7
8
.
6

7
.
1

9
9
.
0

1
.
5

1
0
0

9
7
.
1

0
.
0

9
6
.
6

0
.
2

9
6
.
0

1
.
8

9
9
.
0

4
.
5

小
4
7

中
4
7

9
1
.
1

0
.
5

9
0
.
8

8
9
.
3

-
1
.
2

9
4
.
6

4
.
8

9
5
.
0

8
6
.
9

-
1
.
8

５
小

学
校

教
育

と
中

学
校

教
育

の
連

携

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
7
6

中
7
5

4
1
.
9

-
1
6
.
2

3
3
.
2

3
8
.
4

-
1
6
.
1

4
4
.
3

-
1
9
.
1

4
1
.
4

4
1
.
3

-
2
0
.
2

小
7
7

中
7
6

4
5
.
4

-
2
0
.
2

4
2
.
4

4
5
.
1

-
1
7
.
4

5
9
.
1

-
1
5
.
7

6
0
.
0

5
5
.
8

-
1
6
.
8

小
7
8

中
7
7

3
1
.
4

-
1
9
.
9

2
6
.
2

2
8
.
5

-
1
8
.
6

3
6
.
4

-
2
1
.
8

3
5
.
0

3
6
.
4

-
1
8
.
5

小
7
9

中
7
8

4
3
.
8

-
9
.
2

3
8
.
9

3
7
.
6

-
1
1
.
9

4
1
.
3

-
1
5
.
5

3
9
.
3

4
8
.
1

-
5
.
9

第
６

学
年

の
児

童
に

対
し

て
，

前
年

度
ま

で
に

，
授

業
の

中
で

目
標

(
め

あ
て

・
ね

ら
い

)
を

児
童

に
示

す
活

動
を

計
画

的
に

取
り

入
れ

ま
し

た
か

第
６

学
年

の
児

童
に

対
し

て
，

前
年

度
ま

で
に

，
授

業
の

最
後

に
学

習
し

た
こ

と
を

振
り

返
る

活
動

を
計

画
的

に
取

り
入

れ
ま

し
た

か

児
童

生
徒

の
姿

や
地

域
の

現
状

等
に

関
す

る
調

査
や

各
種

デ
ー

タ
等

に
基

づ
き

，
教

育
課

程
を

編
制

し
，

実
施

，
評

価
し

て
改

善
を

図
る

一
連

の
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
を

確
立

し
て

い
ま

す
か

前
年

度
ま

で
に

，
児

童
に

将
来

就
き

た
い

仕
事

や
夢

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

る
指

導
を

し
ま

し
た

か

前
年

度
ま

で
に

，
近

隣
等

の
中

学
校

（
小

学
校

）
と

教
育

目
標

を
共

有
す

る
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

前
年

度
ま

で
に

，
近

隣
等

の
中

学
校

（
小

学
校

）
と

授
業

研
修

を
行

う
な

ど
，

合
同

し
て

研
修

を
行

い
ま

し
た

か

前
年

度
ま

で
に

，
近

隣
等

の
中

学
校

（
小

学
校

）
と

教
科

の
教

育
課

程
の

接
続

や
教

科
に

関
す

る
共

通
の

目
標

設
定

な
ど

教
育

課
程

に
関

す
る

共
通

の
取

組
を

行
い

ま
し

た
か

前
年

度
ま

で
に

，
平

成
２

８
年

度
の

全
国

学
力

･
学

習
状

況
調

査
の

分
析

結
果

に
つ

い
て

，
近

隣
等

の
中

学
校

（
小

学
校

）
と

成
果

や
課

題
を

共
有

し
ま

し
た

か

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

５
番 号

質
問

事
項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

前
年

度
ま

で
に

，
道

徳
の

時
間

に
お

い
て

，
児

童
生

徒
自

ら
が

考
え

，
話

し
合

う
指

導
を

し
ま

し
た

か
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６
地

域
の

人
材

・
施

設
の

活
用

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
8
3

中
8
2

8
0
.
5

4
.
9

7
9
.
2

7
3
.
4

5
.
4

7
1
.
4

小
8
4

中
8
3

9
1
.
0

5
.
1

9
0
.
0

8
5
.
2

6
.
8

8
7
.
1

７
教

員
研

修

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

仙
台

市
を

除
く

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

県
県

-
全

小
9
9

中
9
7

7
9
.
1

-
1
4
.
5

7
6
.
1

7
9
.
4

-
1
3
.
6

7
8
.
4

-
1
4
.
9

7
7
.
5

-
1
5
.
0

7
7
.
6

-
1
5
.
1

7
1
.
4

-
1
7
.
0

6
5
.
0

6
7
.
0

-
1
9
.
0

6
5
.
2

-
2
0
.
6

7
1
.
8

-
1
3
.
0

6
5
.
2

-
1
9
.
2

小
1
0
2

中
1
0
0

7
8
.
9

-
6
.
6

7
5
.
3

7
6
.
8

-
6
.
2

7
5
.
9

-
5
.
6

7
4
.
3

7
3
.
7

-
4
.
1

小
1
0
3

中
1
0
1

6
4
.
6

-
1
1
.
4

6
1
.
7

6
3
.
2

-
9
.
7

6
2
.
1

-
6
.
5

6
0
.
0

6
3
.
2

-
0
.
5

前
年

度
ま

で
に

，
授

業
や

課
外

活
動

で
地

域
の

こ
と

を
調

べ
た

り
，

地
域

の
人

と
関

わ
っ

た
り

す
る

機
会

の
設

定
を

行
い

ま
し

た
か

学
校

で
テ

ー
マ

を
決

め
，

講
師

を
招

聘
す

る
な

ど
の

校
内

研
修

を
行

っ
て

い
ま

す
か

教
員

は
（

個
々

の
教

員
が

自
ら

の
専

門
性

を
高

め
て

い
こ

う
と

し
て

い
る

教
科

･
領

域
等

を
決

め
て

お
り

）
校

外
の

教
員

同
士

の
授

業
研

究
の

場
に

定
期

的
･
継

続
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

か

児
童

自
ら

学
級

や
グ

ル
ー

プ
で

課
題

を
設

定
し

，
そ

の
解

決
に

向
け

て
話

し
合

い
，

ま
と

め
，

表
現

す
る

な
ど

の
学

習
活

動
を

学
ぶ

校
内

研
修

を
行

っ
て

い
ま

す
か

前
年

度
ま

で
に

，
地

域
や

社
会

を
よ

く
す

る
た

め
に

何
を

す
べ

き
か

を
考

え
さ

せ
る

よ
う

な
指

導
を

行
い

ま
し

た
か

番 号
質

問
事

項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６

Ｈ
２

５
Ｈ

２
９

Ｈ
２

８
Ｈ

２
７

Ｈ
２

６

Ｈ
２

６
Ｈ

２
５

Ｈ
２

５
番 号

質
問

事
項

小
学

校
（

％
）

中
学

校
（

％
）

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
５

Ｈ
２

９
Ｈ

２
８

Ｈ
２

７
Ｈ

２
６
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○ 

自
分
が
や
ら
れ
て 

 
 

 
 

 

い
や
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん 

 
 

○ 
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ま
す 

 

○ 

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
人
に
し
ま
せ
ん 

 

○ 

心
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
り
ま
す 
 

○ 

勇
気
を
出
し
て
行
動
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
  

宮城県教育委員会  宮城県ＰＴＡ連合会 

課長報告（５） 

－19－



平成２９年度全国高等学校総合体育大会

（南東北インターハイ）の結果について

１ 開 催 概 要

平成２９年７月２８日（金）から８月２０日（日）を主会期に、山形・宮城・

福島の南東北三県において全国高等学校総合体育大会（インターハイ）を開催し，

会期中の天候はやや不順であったものの予定どおり全競技が無事終了した。

宮城県では，７月２８日から開催されたサッカー，女子バレーボールを皮切り

に，８月２０日まで１１競技(１３種目）において熱戦が繰り広げられた。

また，アーチェリー競技大会においては，高円宮妃殿下のお成りを仰ぎ，競技

を御覧いただくとともに，競技閉会式に御臨席いただいた。

２ 大会参加者・観客数等（宮城県開催競技）

３ 宮城県選手団の参加人数及び入賞結果

 ⑴ 参加人数 

選 手 監 督

コーチ
合 計

参 加 校

男 子 女 子 計 男 子 女 子 計

176 173 349 102 451 35 34 69

 ⑵ 優勝競技種目 

◆陸上競技 女子１５００ｍ ヘレン エカラレ（仙台育英）

◆陸上競技 女子３０００ｍ ヘレン エカラレ（仙台育英）

◆陸上競技 女子ハンマー投げ 菊池 美緒（古川黎明）

◆ウェイトリフティング ６９kg級トータル 佐藤 康太郎（県農業）

◆ウェイトリフティング ６９kg級スナッチ 佐藤 康太郎（県農業）

◆ウェイトリフティング ６９kg級ジャーク 佐藤 康太郎（県農業）

※高校国際記録
※大会新記録

※大会新記録

（単位：人）

№ 男子 女子 計 男子 女子 計

競 泳 1,011 714 1,725 851 2,576 250 234 484

飛 込 41 29 70 91 161 35 26 61

水 球 251 251 53 304 20 20 8,000

2 0 672 672 108 780 0 56 56 23,300

3 935 272 1,207 355 1,562 55 16 71 38,460

4 346 346 127 473 86 86 2,300

5 486 456 942 160 1,102 96 95 191 4,800

6 381 395 776 217 993 89 99 188 18,000

7 371 361 732 253 985 125 115 240 9,940

8 304 294 598 242 840 96 99 195 1,500

9 229 219 448 179 627 90 89 179 3,200

10 392 392 112 504 85 85 2,256

11 374 354 728 283 1,011 124 108 232 3,800

4,729 4,158 8,887 3,031 11,918 1,066 1,022 2,088 123,556

ア ー チ ェ リ ー

な ぎ な た

少 林 寺 拳 法

計

フ ェ ン シ ン グ

弓 道

相 撲

ボ ー ト

剣 道

バレーボール（女子）

サ ッ カ ー

1 水 泳
8,000

区分 選手 監督
コーチ

合計
参加校 観客数

（延べ数）競 技 種 目 名

課長報告（６）
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◆カヌー スプリントカヤック フォア５００ｍ

今野魁斗・佐々木敬恒・佐々木誠脩・佐藤千鉱（中新田）

◆カヌー スプリントカヤック ペア２００ｍ

今野魁斗・佐々木敬恒（中新田）

 ⑶ 入賞競技種目 

■入賞数 ５７（団体２０ 個人３７） ※（ ）内は順位

陸上競技 男子1500ｍ(8) 男子5000ｍ(5) 男子3000ｍ障害(2)

女子100ｍ(4) 女子200ｍ(6) 女子1500ｍ(1) 女子3000ｍ(1)

女子100ｍ障害(4) 女子ハンマー投げ(1) 女子やり投げ(4)

女子学校対抗（総合）(5)及び(6)

女子学校対抗（トラック）(3) 女子学校対抗（フィールド）(3)

バスケットボール 男子(2)

ソフトテニス 男子団体(2) 男子個人(3) 女子団体(3) 女子個人(5)

サッカー 女子(5) ※2校

バドミントン 男子団体(5) 男子シングルス(3) 男子ダブルス(5)

女子団体(5) 女子シングルス(2) 女子ダブルス(5)

ボート 男子舵手付クォドルプル(5)

登山 女子(8)

自転車競技 男子スクラッチ(5) 男子チームスプリント(8)

ウェイトリフティング 69kg級トータル(1) 69kg級スナッチ(1) 69kg級ジャーク(1)

85kg級トータル(6) 85kg級スナッチ(5) 85kg級ジャーク(5)

105kg級トータル(7) 105kg級スナッチ(8) 105kg級ジャーク(7)

+105kg級トータル(5) +105kg級スナッチ(5) +105kg級ジャーク(7)

学校対抗(4)

フェンシング 男子個人フルーレ(5) 女子個人フルーレ(4)

男子学校対抗(5)

カヌー 男子スプリントカヤックペア500m(5) 男子スプリントカヤックフォア500m(1)

男子スプリントカヤックペア200m(1) 男子スプリントカヤックフォア200m(2)

男子学校対抗(6)

空手道 男子個人組手(5)

なぎなた 女子団体(5)

少林寺拳法 男子単独演武(2)

水泳（競泳） 女子200m自由形(6) 女子100mバタフライ(6)

４ 開催状況等

 ⑴ 総合開会式 

□ 開 催 日 ７月２８日（金）

□ 会 場 山形県総合運動公園 総合体育館

（山形県天童市）

（総合開会式 皇太子殿下御臨席）
（南東北各県の高校生活動推進委員）
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 ⑵ 競技種目別大会 

【サッカー競技大会】 【女子バレーボール競技大会】

□ 開催期間 ７月２８日（金）～８月４日（金） □ 開催期間 ７月２８日（金）～８月１日（火）

□ 会 場 ユアテックスタジアムほか７会場 □ 会 場 セキスイハイムスーパーアリーナ

（仙台市，利府町，七ヶ浜町，松島町） ほか２会場（多賀城市，利府町）

【弓道競技大会】 【フェンシング競技大会】

□ 開催期間 ８月１日（火）～８月４日（金） □ 開催期間 ７月３１日（月）～８月４日（金）

□ 会 場 カメイアリーナ仙台（仙台市） □ 会 場 気仙沼市総合体育館（気仙沼市）

【ボート競技大会】 【相撲競技大会】

□ 開催期間 ８月２日（水）～８月６日（日） □ 開催期間 ８月４日（金）～８月６日（日）

□ 会 場 アイエス総合ボートランド □ 会 場 大崎市鳴子スポーツセンター

（登米市） （大崎市）
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【少林寺拳法競技大会】 【剣道大会】

□ 開催期間 ８月５日（土）～８月７日（月） □ 開催期間 ８月９日（水）～８月１２日（土）

□ 会 場 塩釜ガス体育館（塩竈市） □ 会 場 カメイアリーナ仙台（仙台市）

【アーチェリー競技大会】 【なぎなた競技大会】

□ 開催期間 ８月９日（水）～８月１２日（土） □ 開催期間 ８月１０日（木）～８月１２日（土）

□ 会 場 ひとめぼれスタジアム宮城 □ 会 場 仙台市新田東総合運動場

（利府町） 宮城野体育館（仙台市）

【水泳競技大会】

＜競泳・飛込＞

□ 開催期間 ８月１７日（木）～８月２０日（日）

□ 会 場 セントラルスポーツ宮城Ｇ２１プール（利府町）

＜水球＞

□ 開催期間 ８月１７日（木）～８月２０日（日）

□ 会 場 ヒルズ県南総合プール（柴田町）
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５ 各競技種目別大会の運営

 ⑴ 役員・補助員 

 ⑵ 補助員（高校生）の活動の様子 

◆総合案内所

◆大会運営

（ＪＲ仙台駅） （ＪＲ気仙沼駅）

（試合のラインジャッジ）

（表彰式の介添え）（総合受付）

（コートアシスタント）

（地下鉄泉中央駅）

（単位：人）

№ 競技 運営 計 競技 運営 計 競技 運営 計 競技 運営 計

46 1 47 179 122 301 225 123 348 129 175 304 652

30 3 33 14 6 20 44 9 53 14 0 14 67

36 0 36 124 81 205 160 81 241 25 54 79 320

2 24 8 32 94 76 170 118 84 202 429 348 777 979

3 208 0 208 208 247 455 416 247 663 670 440 1,110 1,773

4 35 0 35 112 67 179 147 67 214 35 101 136 350

5 50 0 50 120 142 262 170 142 312 193 269 462 774

6 61 3 64 93 97 190 154 100 254 178 269 447 701

7 20 0 20 60 129 189 80 129 209 126 312 438 647

8 58 0 58 53 109 162 111 109 220 131 111 242 462

9 48 0 48 58 62 120 106 62 168 185 152 337 505

10 32 0 32 65 68 133 97 68 165 84 29 113 278

11 86 0 86 35 115 150 121 115 236 61 114 175 411

734 15 749 1,215 1,321 2,536 1,949 1,336 3,285 2,260 2,374 4,634 7,919

県内役員 役員合計

競技種目名

区分
総計

補助員

（高校生）県外役員

水球

飛込

競泳

1 水泳

バレーボール(女子）

少林寺拳法

なぎなた

アーチェリー

フェンシング

サッカー

相撲

計

ボート

剣道

弓道
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平成３０年度宮城県立中学校入学者選抜募集要項等について

１ 平成３０年度宮城県立中学校入学者選抜募集要項

２ 平成３０年度宮城県立中学校入学者選抜方針

宮城県立中学校入学者選抜要項

資料配付（２）



 

 

第４４回東北総合体育大会の結果について 

（第７２回国民体育大会東北ブロック大会） 

 

１ 概要 

（１）競 技 数 37 競技 

（２）期 日 主会期    25 競技 26 種目 

        平成 29 年 8 月 18 日 (金)～8 月 20 日 (日) 

       主会期外 13 競技 15 種目 
※ 主 会 期 ， 主 会 期 外 に 分 か れ る 競 技 が あ る た め ,合 計 が 38 競 技 に な る 。 

（３）会 場 秋田県 12 市 3 町 1 村  

       岩手県  2 市  

福島県  1 市  

（４）宮城県選手団 

本部役員 監 督  選 手  合 計  

13 人  97 人  860 人  970 人  

※ ア イ ス ホ ッ ケ ー 競 技 を 除 く 。  

２ 結果 

（１）東北各県の状況 

 青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 

国体出場権獲得数 

（全県出場枠を除く） 
24 52 55 36 37 45 

※ 陸 上 競 技 ， レ ス リ ン グ ， 自 転 車 ， 相 撲 ， セ ー リ ン グ ， 水 泳 （ 競 泳 ） は 全 県 出 場  

３ 第７２回国民体育大会について 

（１）競 技 数 正式競技 37 競技  会期前実施競技を含む 

特別競技  1 競技  高等学校野球（硬式，軟式） 

（２）主 催 公益財団法人日本体育協会  文部科学省  愛媛県 

（３）期 日 本大会 

 平成 29 年 9 月 30 日 (土)～10 月 10 日 (火) （ 11 日間） 

会期前 

 平成 29 年 9 月  9 日 (土)～ 9 月 17 日 (日) （ 9 日間） 

（４）会 場 愛媛県 11 市 8 町  

  高知県  1 市 1 町 1 村  

兵庫県  1 市  

（５）宮城県選手団 

本部役員 監 督  選 手  合 計  

31 人  74 人  526 人  631 人  

（６）結団式 平成 29 年 9 月 20 日（水）16：00～ 16： 30 

    県庁 1 階ロビー 

資料配付（３） 






